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約を守りつつタスク間の QoS の公平性を保証するようなタスク集合へのリソース配分手法を扱う。 
 QoS の公平性を保証するようなリソース配分手法として、まず一つ以上のリソースを持つ一般的なリアルタイムシ
ステムを対象とし、QoS とリソース使用量の関係が正確にわからなくても公平なリソース配分を適応的に達成するた




して、QoS の公平制約を考慮したリソース配分問題を定式化し、消費エネルギーの最大化と公平化される QoS の最




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、リアルタイムシステムでタスクの Quality of Service（QoS）を調整することで過負荷状態を回避するた
めのリソース配分を行うときに、タスク間で QoS に偏りが生じないような配分手法に関する研究結果をまとめたもの
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同程度の QoS で実行され、かつ重要度に比例した QoS で実行されるという公平性を保証する要求があることを述べ
ている。 




い場合でも、タスク集合の実行可能性を保証しつつ QoS の公平性を満足するようなリソース配分を達成できる。 
 最後に QoS の公平性を保証しつつタスク実行時の CPU における消費エネルギーを少なくするリソース配分問題を
多目的最適化問題として定式化し、そのパレート最適解の性質を明らかにしている。さらに目的関数値の線形加重和
を最適化することで一つのパレート最適解を求めている。QoS とリソース使用量が線形の関係を持つ場合の最適なリ
ソース配分がどのように与えられるかを示すとともに、QoS とリソース使用量の関係が正確にわからない場合に適応
的に最適なリソース配分を求める QoS 適応制御手法を提案している。これらのリソース配分を用いることで、消費エ
ネルギーの最小化と公平化される QoS の最大化の重要度に応じて、適切に両者をトレードオフするリソース配分が行
える。 
 以上のように本論文では、QoS の公平性に着目したリソース配分手法の提案を通して、リアルタイムシステムに対
して過負荷状態を回避する手法の発展に寄与した。よって博士（工学）の学位論文として価値があると認める。 
